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【動機】

素数分布を可視化したウラムの螺旋は美しい模様で知られている。そこで、素数定理と似た現れ
方をする幸運数にも特徴的な模様が現れるのではないかと考えた。幸運数をウラムの螺旋構造で
可視化するプログラムの作成や数学的な美についての考察を目標に研究を行った。

【方法】

幸運数を作製するプログラムをC#で作成した。また、ウラムの螺旋を作製するプログラムも作成
した。両者を融合し、幸運数をウラムの螺旋構造に表示させた。同時に、素数に関してもウラム
の螺旋を既存のサイトで作成し、それらの比較から共通点や相違点が現れるかを考察した。

【結果】

20万までの幸運数のリストと、自作した幸運数プログラムの数値が完全に一致した。また、ウラ
ムの螺旋構造で幸運数を表示すると、素数と似たような図形ができた。素数とは明らかに異なる
ような分布が見られた。素数には斜めや左右などの線、幸運数は縦や横の線が多いと分かった。

【まとめ】

素数と幸運数では構成の条件が異なっている反面、同じようなウラムの螺旋模様という類似点が
見られた。素数と似たようなルールで数字を排除する幸運数と高い類似性を持っているとわかっ
た。また、その図形を動かしたり、色を反転させることにより、美しさが現れるとわかった。

【展望】

今後は、ウラムの螺旋で表示した部分をマウスなどで選択すれば、その数列が表示されるような
プログラムを作成したい。それによって、より深く、数字の列の奥にある美しさを追求していき
たいと考える。本研究は、数学的な美しさを考える上で新たな視点を与えられると考えた。
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